
 1  

 第６日 

 令和７年３月４日（火） 

午後２時20分再開 

○議長（小島清人君）  休憩前に引き続き会議を開き、一般質問を続行いたします。 

 次に、11番堀尾俊浩議員の質問を許可します。 

     （11番堀尾俊浩君登壇） 

○11番（堀尾俊浩君）  皆様、こんにちは。11番議員、堀尾でございます。まずは傍聴に

来ていただいている皆様方、雨の中、本当にありがとうございます。また、インターネッ

トで配信を傍聴されている皆様方、感謝申し上げたいと思います。 

 まずは３月末をもって退職される職員の皆様方、長年にわたり市政発展のために尽くさ

れたことに、心から敬意を表するとともに感謝申し上げたいと思います。これから先は一

市民として市政発展のために、また御協力いただきたいと思います。本当にありがとうご

ざいました。 

 今回の定例会では、林市長の施政方針の中で、平成29年災害からのふるさと朝倉を取り

戻すための復旧・復興に努め、令和７年度は発展期の２年目と位置づけ、また今年で就任

８年目に当たり、２期目の総仕上げとなっております。林市長の持たれる国、県、また各

団体との太いパイプをぜひ活用していただいて、災害に強いまちづくりを実現していただ

きたいというふうに思っております。 

 私は一般質問をするに当たり、よく伝えていますのが、私は平成23年の当選でございま

す。平成23年──2011年、そろそろ選挙活動に入るというとき、３月の11日に東日本大震

災が発生しました。１万8,000人ぐらいの方が亡くなり、また3,000人ぐらいの方がまだ行

方不明ということで非常にびっくりすると同時に、とても信じられない、そういったふう

な形のときに市議会議員となりました。ですから、災害というのにちょっと敏感な感もあ

ります。 

 朝倉市では平成24年、御存じの方もおられると思いますけれど、この年にも豪雨災害で

関連死も含めて２名の方が亡くなられました。杷木地区の方でございます。そして、平成

29年には九州北部豪雨災害が発生し、朝倉市では33名の方の尊い命が亡くなり、まだ行方

不明の方がおられるということが現実でございます。翌年には今度は、甘木方面で特に小

石原川沿いでの被害が発生しました。このときも災害的には非常に大きい災害でございま

した。そして、令和５年、このときも豪雨災害が発生し、皆さんが知っているとおりでご

ざいます。 

 今の朝倉市の発展を阻害している一つの要因になっていると思います。災害に強い朝倉

市をつくるという林市長の施政方針というものは、ぜひとも実現してほしい、私たち議員

も協力してぜひとも実現したいというふうに思っております。 

 今、この日本は災害列島とも呼ばれ、また毎年、日本のどこかで災害が発生している。
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このことを考えれば当然でございますが、朝倉市は令和７年度、年度当初予算においても

70億円の災害関連予算が組まれています。この予算をゼロにするということは無理かもし

れませんが、これを安全なまちづくりを実践するという中で確実に減らしていくことにな

れば、この分に関しましては市民のためのもっと違った施策に振り向けられるというふう

に思います。実現して明るい将来を導きたいと思っております。 

 また、明るいニュースでありますが、今朝、私は携帯でニュースを見ておりました。そ

うしたら３番目か４番目ぐらいに、何気なく見ていましたら「朝倉市移住体験＆空き家見

学ツアー実施」という形がありまして、これは何じゃろうなというふうに見ておりました

ら、同僚議員が「朝倉暮らし」という本を私にも取り寄せていただきまして、そういった

ふうな形で本の冊子が出ておりました。 

 これは北部九州エリアで住みたいまち、総合部門の第３位ということでなっておりまし

た。ああ、ホットニュースやなあと思っております。同時に、これに関しましては移住関

連イベントの紹介がありました。これは担当課のシティプロモーション課が一つ頑張って

いただいたということもあると思いますが、少しでも朝倉市が発展していくような形の部

分ができればと思って、一般質問席から後は続けていきたいと思います。 

 これからは一般席より質問を行います。執行部におかれましては、明確で前向きな回答

をよろしくお願いしたいと思います。よろしくお願いします。 

     （11番堀尾俊浩君降壇） 

○議長（小島清人君）  11番堀尾俊浩議員。 

○11番（堀尾俊浩君）  災害に強いまちづくりについて質問をさせていただきます。 

 令和７年度市長施政方針の中に大きな目玉の一つでありますが、基本目標「災害に強く、

快適に暮らせる安全・安心なまちづくり」とあります。平成29年災害を踏まえ、この８年

間、豪雨災害からの復旧・復興に市長を先頭にし、全職員が必死に取り組んでいただき、

また他の自治体、関係機関からの協力等で達成しつつあると思います。 

 一昨年、令和５年の豪雨災害が発生し、今年度も70億円の災害関連経費が計上されてお

ります。朝倉市クラスの自治体の予算は300億円前後ではなかろうかと私は思っておりま

す。しかし、朝倉市の現状は、令和７年度当初予算でも437億円と自治体規模から考える

と相当な金額というふうに考えております。これには災害関係、新庁舎関係、サン・ポー

ト関係等大型事業があり、やむを得ないと考えているところもありますが、災害に強いま

ちづくりを実現して、その後はもっと違った市民の生活に寄り添った予算配分ができれば

と私は思っております。 

 災害に強いまちづくりは喫緊の課題ということは間違いない。平成29年災害で被災した

赤谷川、白木川、寒水川、妙見川、桂川、佐田川は復旧・復興が進み、一昨年の水害では

何とか持ちこたえたという評価もあります。私も復旧・復興の工事があったからこそ、そ

れが進んでいなかったら被害がもっと拡大していたのではなかろうかというふうに思って
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おります。その取組を止めずに、さらに前進をしてほしいというふうに思います。 

 ではまず、小石原川の治水対策について質問させていただきます。 

 一昨年の水害後、関係各位の努力もあり、下渕の大塚堰の改修が進みました。防水堤の

嵩上げ、逆流防止用のフラップゲートの工事が進み、今年の梅雨の時期は小石原川からの

逆流はかなり軽減されると思います。安川内の浸水被害も解消されると思います。担当の

方に感謝申し上げたいと思います。 

 また、堰の撤去も進んでいるように思われますが、市内の他の河川の水害対策に比べて

小石原川の対策は遅れているというふうに私は思っております。 

 この問題については８番議員からも質問があると思いますので、私の場合は限定的に質

問をさせていただきたいと思います。 

 県営河川のため、県への働きかけがこれからも必要になると思いますが、例えば小石原

川で女男石付近、それから下渕の稼働式ゲートの下流の川底、またもっと下流に行けば牛

木橋付近から下流の川底、これには大量の土砂が堆積しているように思っております。断

面積が小さくなっているのではないかと。これは専門的には多分安全だろうと思いますけ

れど、やはり市民とすれば断面積はぐっと狭くなっているという気がしております。単純

に浚渫だけで河川の氾濫防止対策にはならないというふうに考えますが、県の整備計画と

その取組についてはどのようになっているかを尋ねていきたいと思います。よろしくお願

いします。 

○議長（小島清人君）  都市建設部長。 

○都市建設部長（井上政司君）  小石原川の河川整備計画でございますが、これは福岡県

によりまして、平成30年７月、筑後川中流平野右岸圏域河川整備計画として定められてお

ります。それによりますと、目標流量の安全な流下を確保するための整備区間は、栄田橋

から牛木橋上流の約4.8キロメートルというふうにされております。そのほか部分的なネ

ック箇所の改良により、被害軽減が可能な箇所におきましては、必要に応じまして局部改

修を行うということとされております。 

 女男石付近上流におきましては、山付き等で計画断面が不足している箇所、つまり局部

改良が必要な箇所がございますが、小石原川の河川改修につきましては、下流部に撤去予

定の取水堰が残っておりまして、上流部の局部改良が制約される原因にもなっているとい

うふうに認識をしております。以上でございます。 

○議長（小島清人君）  11番堀尾議員。 

○11番（堀尾俊浩君）  ありがとうございます。浚渫だけでは河川の氾濫防止対策になら

ないというふうに考えるというのは当たり前でありますが。 

 もう一つ、河川・河床にアシ等の要するに草というか、アシが繁茂したり、また季節的

に今は枯れておりますけれど、春先からまた青々としてくるということがあります。また、

山間部のほうに行けば、河川の際には竹林、竹が相当生えております。中には、有害鳥獣
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の隠れ家となっているのではないかなというふうな形もありますが、そういうところはど

のように考えておられますでしょうか。 

○議長（小島清人君）  都市建設部長。 

○都市建設部長（井上政司君）  まず、河川の浚渫に関してでございますけれども、御質

問の女男石付近、それから下渕頭首工付近につきましては、河川断面としては確保されて

いる区間になってございます。 

 当該箇所付近におきましては、河床に堆積した土砂の撤去も適正に行われているという

ふうに市のほうでは判断しているところでございますけれども、河川管理者でございます

福岡県には定期的な河川巡視に際しては、質問の趣旨を踏まえて見ていただくように伝え

ていきたいというふうに考えてございます。 

 また、河床部のアシ等の繁茂、これは多くの河川で見受けられるところでございますけ

れども、同時に生物多様性が維持されている場所との見方もございます。その存在が洪水

流下の阻害になっているか否かは、河川管理者が判断して対処しているというふうに考え

ておるところでございます。以上です。 

○議長（小島清人君）  11番堀尾議員。 

○11番（堀尾俊浩君）  ありがとうございます。ただ、これは県営河川ではございますけ

れど、やはり住民は生活の近くにありますので、ぜひとも管理しながら、その辺は見てい

っていただきたいというふうに思います。 

 次に、今までも何度か取り上げてまいりましたけれど、長谷山のところで野鳥川、秋月

のほうの野鳥川がつながっております。小石原川よりも野鳥川のほうが傾斜としては厳し

い川でございます。この川は県営河川でありますが、秋月のまちの中を通る町民の生活に

密着した河川であるというふうに僕は思っております。そして、なおかつ今言いましたよ

うに、小石原川よりも傾斜がきついということになれば、ちょっとした大雨でも護岸が崩

れたりするという可能性が出てきます。 

 先日、歴史博物館、秋月博物館にちょっと監査ということで訪ねてきました。ちょうど

その裏の出入口のところに野鳥川がございます。それを見よったときにやはり野鳥川は清

らかで穏やかな川で、観光客もそのとき当然おられました。風景の一部になっているとい

うような形と私は思っております。 

 ただ、この上流にはキャンプ場がありました。御存じの方は少なくなったと思いますが、

今は跡形もなくなっております。ただ、そこにキャンプ場があったところに一度、住民の

方から指摘あったので行きましたけれど、大きな石、巨石といいますか、そういったもの

がごろごろしている。それが木の根っこで止まっているような形になっている。 

 先ほど言いましたように、傾斜がきついということもありまして、みんなが「大丈夫じ

ゃろうか」ということを言っております。その辺に関しましては、私どもが県のほうにお

願いせないかんことかもしれませんけれど、まずは建設部のほうでそこら辺をチェックし
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ていただきたいと思うんですけれど、いかがでしょうか、皆さん方のほうから。 

○議長（小島清人君）  都市建設部長。 

○都市建設部長（井上政司君）  おっしゃっております野鳥川でございますが、これは市

街地区間を含みます下流部は県が管理する河川、その上流部は朝倉市が管理する普通河川

でございまして、さらにその上流は渓流部というふうに３つに区分けされております。こ

の渓流部は福岡県が砂防指定区間としておりまして、土石の流下を軽減する構造物が整備

されております。 

 御質問のありました巨石のある箇所は、この渓流部であるというふうに考えられますが、

これまでの出水でも巨石の流れ出しは確認しておらず、今後、福岡県と連携しまして現場

の状況を注視していきたいというふうに考えているところでございます。以上です。 

○議長（小島清人君）  11番堀尾議員。 

○11番（堀尾俊浩君）  今、部長のほうから話がありましたけれど、ちょっとお尋ねしま

す。あそこのまちの中は県営河川ということで、それから外れた野鳥川の上流のほうがこ

の市の河川という形ですか。 

○議長（小島清人君）  都市建設部長。 

○都市建設部長（井上政司君）  おっしゃっているとおりでございまして、まちなかを通

っているところ、これは上流のほうに行きますと河川が２つ合流している箇所がございま

す。そこから下流が県営河川というところで、逆にそこから上流側が野鳥川につきまして

も、普通河川ということで市の管理する河川ということになります。 

 先ほど申しましたように、大きい岩がある付近、そこについては普通河川の上流部の渓

流部というふうな位置づけになってございます。 

○議長（小島清人君）  11番堀尾議員。 

○11番（堀尾俊浩君）  分かりました。見ていったら皆さん分かると思います。ですから、

そこは特に災害とかあるときの前にもう一度確認していただきながら──地元から要望を

出してもいいんですけれど、そういう形で先ほどの先手管理をしていただきたいというふ

うに思っております。よろしくお願いします。 

 それから、これは前回の質問のとき、令和６年度に完了予定というふうに聞いておりま

した河川台帳網図、これの進捗具合はどういうふうになっているでしょうか。お願いいた

します。 

○議長（小島清人君）  都市建設部長。 

○都市建設部長（井上政司君）  河川を管理いたします河川の台帳網図についてでござい

ますが、これは市内全域の普通河川を対象とした検討、それから見直し作業がおおむね完

了いたしました。今月３月末の完成に向けて、今現在、取りまとめ作業を行っている状況

でございます。 

○議長（小島清人君）  11番堀尾議員。 
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○11番（堀尾俊浩君）  ありがとうございます。予定どおり進んでいるということでござ

いますが、普通河川、河川台帳を見直しするに当たっての定義というのはどういったふう

な形になっておるか、教えていただきたいと思います。 

○議長（小島清人君）  都市建設部長。 

○都市建設部長（井上政司君）  市が管理する普通河川の見直し検討を行うに当たりまし

ての定義ということでございます。 

 まず、１点目には、豪雨等によって被災した際に国の災害査定で採択が可能な河川であ

ること、２点目に、特定の目的を持たない公共性の高い河川であること、３点目に、過去

に繰り返し被災を受けており公共施設として復旧することが望ましいというふうに判断さ

れる河川であること、こういった３点を基本とした考え方で見直し作業を実施してまいり

ました。以上でございます。 

○議長（小島清人君）  11番堀尾議員。 

○11番（堀尾俊浩君）  そうしましたら、作った後の活用というか、この作業をどういっ

たふうな形でやっていくのか、この辺を教えていただきたいと思います。 

○議長（小島清人君）  都市建設部長。 

○都市建設部長（井上政司君）  朝倉市は県内で４番目の面積を誇りまして、その広大な

面積の中において市が管理します河川数は、今回の見直しによりまして108というふうに

なりました。また、河川の延長につきましても約66キロとなった次第でございます。この

ような状況の中におきまして、今回の河川台帳網図の見直しによって普通河川の管理範囲

が明確になりました。 

 また、これによりまして、市民からの日常の問合せへの対応や、いざ災害が発生した際

の適切な対応が図られるものというふうに考えております。以上でございます。 

○議長（小島清人君）  11番堀尾議員。 

○11番（堀尾俊浩君）  やっと河川台帳が出来上がったということは感謝申し上げます。

実はこれは聞きよったら、僕は一番最初「これは川やろうもん」と思いよったら、「いや、

水路です」とか、そういう表現があったんですよ。でも、これは目の前で見よったら「川

やろうもん」と。雨が流れて洪水になれば、ここは豪雨災害になるよというところのまだ

見直しができていなかったということでございましたので、こういう形でできました。こ

れができるということは、これから先は、逆に言えば費用がかさむことになるかもしれま

せんけれど、災害を防ぐという部分でしっかりと管理をお願いしたいというふうに思いま

す。 

 それから、市長、できれば災害という部分では少しずつ前向きに進んでいると思います

が、市長の言われる災害に強いまちづくりという部分でお考えを聞きたいと思いますが、

よろしくお願いします。 

○議長（小島清人君）  市長。 
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○市長（林 裕二君）  お答えをさせていただきます。 

 災害に強く快適に暮らせる安全・安心なまちづくりとは、市民が自然災害に対する備え

ができ、事件・事故に遭わず、快適な住環境で安全・安心に暮らせるまちづくりである。

災害に関して言えば、まずは災害発生時に被害を最小限に止めることが重要であり、その

ためには道路や河川などのハード整備と、避難や救助における自助・共助・公助の一体的

な取組の強化が必要であると考えております。 

 小石原川の河川整備に関しましては、旧堰撤去の課題が上流の局部改良に影響している

との福岡県朝倉県土整備事務所の見解でありますために、市としては、朝倉農林事務所な

ど関係機関に河川整備の条件を早く整えていただくように今後とも強く求めていきたいと

思います。よろしくお願いします。 

○議長（小島清人君）  11番堀尾議員。 

○11番（堀尾俊浩君）  ありがとうございます。これからもよろしくお願いしたいと思い

ます。 

 続きまして、それに関連して、もう一つお尋ねしたいと思います。表現の仕方がちょっ

とおかしいかもしれませんけれど、まちかど避難所の設置についてということで質問した

いと思います。 

 ピーポート、それから朝倉生涯学習センター、サンライズ、また秋月コミュニティセン

ターなど、これら大きな災害があったとき、また台風とか、そういったことが想定される

ときの避難所として、豪雨・台風だけじゃなくても対策本部のほうから指定される避難所

ではあります。 

 大変大事なことであると思いますが、これからはもっと必要に応じた小さな避難所をつ

くっていくべきではないかということでございます。これは市が管理するのではなく、コ

ミュニティ、また自治会などで運営する避難所であるということになってくると思います。

行政は、こういった避難所をつくる支援というのは進めていくべきではなかろうかと思い

ますが、いかがでしょうか。 

○議長（小島清人君）  総務部長。 

○総務部長（梅田 功君）  議員が言われますとおり、市の避難情報で開設する指定避難

所、大雨や台風による土砂災害や洪水・浸水などの災害あるいは地震などに対し、安全面

を考慮した上であらかじめ指定をさせていただいております。しかしながら、気象情報に

よって早めの避難を呼びかけていますが、移動に時間を要し、また移動手段も限られるな

ど余裕をもって避難することができない方もいらっしゃいます。 

 市が各コミュニティと意見交換をしながら作成をいたしております自主防災マップにお

いて、地元自主避難場所として、地域の中で決めた緊急時の退避場所を定めております。

不測の事態が生じ、指定避難所に行くことができない場合、まずは自らの身の安全を確保

することを最優先にしていただきたいと考えておりまして、緊急対応が迫られた場合、最
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寄りの公共施設などを自主避難場所として安全を確保していただくことは有効な手段とい

うふうに考えております。以上です。 

○議長（小島清人君）  11番堀尾議員。 

○11番（堀尾俊浩君）  ありがとうございます。実際の話が、私たちの集落もそういった

ものを今作りつつあるわけです。ただ、登録するとかいう形ではないんですけれど、そう

いう連絡網を作っておけば、やっぱりそういったものが対策に通じるものがあるんじゃな

いかなと思いますので、そこら辺の推進のほうもよろしくお願いしたいと思います。よろ

しいですか。 

○議長（小島清人君）  総務部長。 

○総務部長（梅田 功君）  今、市のほうでは令和６年度の取組といたしまして、自主的

に避難した際に、避難された方が安心して過ごすためのルールづくりでありますとか、自

主避難場所運営のマニュアル作成について、先月２月の自主防災会長会において検討・協

議を終えまして、ほぼ整ったところでございます。今年の出水期に向けて、各地区におい

て、自主避難場所の開設がしやすくなるように努めていきたいと思っております。以上で

す。 

○議長（小島清人君）  11番堀尾議員。 

○11番（堀尾俊浩君）  ありがとうございます。ということであれば、各コミュニティの

ほうから、またそういった形で情報がおりてくると思いますので、今後も推進をよろしく

お願いしたいと思います。 

 続きまして、２番目、生きる力を育み、生涯成長できるまちづくりという基本施策がご

ざいますが、この中で小規模――これは先ほど２番議員もお話の中でちょっとありました。

そこで詳細を言っていただいておりますので、重複する部分があると思いますけれど、こ

れに関しましていろいろ質問をさせていただきます。 

 ５つ目の施政方針、目標である生きる力を育み、生涯成長できるまちづくりとあるが、

ある児童生徒数が少ない小規模校の適切な運営を図るため、大規模校からの通学を可能に

する小規模校振興対策を施行すると。期間は３年とあります。これに関しまして教育委員

会のほうにお尋ねしたいと思いますが、小規模校の振興プロジェクトの目的というのをも

う一度明確にお尋ねしたいと思います。 

○議長（小島清人君）  教育部長。 

○教育部長（隈部敏明君）  まず、小規模校振興プロジェクトの目的ということでお答え

をさせていただきたいと思います。 

 小規模校振興プロジェクトは、市内の児童生徒数が100人を下回る学校におきまして、

その魅力を高め、児童生徒数の減少を抑制し、学校の適正な運営を図ることを目的とした

ものでございます。以上です。 

○議長（小島清人君）  11番堀尾議員。 
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○11番（堀尾俊浩君）  先ほどの話があった中で大体分かりましたけれど、小規模校のプ

ロジェクトの制度の内容というのをもう一度お願いしたいと思います。 

○議長（小島清人君）  教育部長。 

○教育部長（隈部敏明君）  制度のほうの説明をしたいと思います。 

 まずは、これは大規模校から小規模校への一方向のみの通学が可能な学校選択制度とい

うことになっております。大規模校とは、ここでは立石小学校及び甘木中学校、小規模校

とは、秋月小学校、秋月中学校、蜷城小学校を対象としております。 

 この制度につきましては、まずは対象となる区域として、立石小学校区に居住している

場合につきましては、立石小学校に加え、蜷城小学校、秋月小学校への通学が可能になる

ということでございます。また、甘木中学校区に居住している場合につきましては、甘木

中学校に加え、秋月中学校への選択が可能になるといったものでございます。 

 次に、就学が可能な時期としましては、小学校では、入学時及び４年進級時、中学校で

は、入学時のみというふうにしております。実施の時期につきましては、先ほど議員のほ

うもおっしゃられましたとおり、令和７年度から令和９年度の３か年間をまずは試行の時

期というふうに予定をしておるところでございます。 

 そのほか小規模校への学校選択につきましては、原則として、卒業まで通学をしていた

だくようなこと。また、秋月小学校を選択し、卒業まで通学した場合には引き続き秋月中

学校への通学が可能となりますし、同じく蜷城小学校を選択し、卒業まで通学した場合に

は南陵中学校への通学が可能になると、そういった事業になります。 

○議長（小島清人君）  11番堀尾議員。 

○11番（堀尾俊浩君）  ありがとうございます。 

 これも確認になります。先ほどから聞いておりますが、令和７年度というのは去年４名

ほどの希望者というか、４人ほど聞きに来られたということと、その中の１名が秋月のほ

うにお見えになるということでよろしいですかね。 

○議長（小島清人君）  教育部長。 

○教育部長（隈部敏明君）  令和６年の10月に募集をいたしましたけれども、その中で

４名の方が相談にお見えになられたということで、そのうちの１名の方が秋月小学校への

入学を希望されたということでございまして、12月に御本人と保護者の方が面接を行いま

して決定の通知書をお送りしたという形になります。 

○議長（小島清人君）  11番堀尾議員。 

○11番（堀尾俊浩君）  ありがとうございます。フォローをしっかりお願いしたいと思い

ます。 

 秋月小中一貫校の建設中止後、教育委員会が描く秋月地区の振興策は何かということで

お尋ねしたいと思います。 

 先ほどから話に出ておりますけれど、ちょっと悔しかったのは田舎暮らしの本、これか
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ら住みたい地域の総合部門で３位に入っているということでございますが、これは「水も

したたるいいところ」という形で「コンネアサクラ」のＰＲとか、それからパン屋さんで

すかね、甘木にパン屋さんが来られている、そういったふうなこと。それから、水の文化

村、ちょっと今は寒うございますけれど、水の文化村のＰＲが別のところでもございまし

た。 

 これに関しては、シティプロモーション課がしっかりと働きかけをした上でのこういっ

たふうな記事という部分で僕はプラスと考えておりますが、ちょっと残念だったのは、子

育て世代からの評価というのが表の中で出ていなかったんです。だから、やっぱり若い人、

子育て世代が出てきてもらいたい、そういう人たちに来てもらいたいという思いがあるわ

けです。 

 今回、この冊子を見よりました。これをちょっと取り寄せていただいたんですけれど、

こういう冊子です。よければ後で見ていただきたいと思いますけれど、これの中では大分

県が物凄く多いんです。というのは、やっぱり各地区が、大分県のほうが豊後高田とか、

ああいったところが力を入れてあると思います。やっぱり子育て世代をお誘いして来てい

ただくというような形でですね、そういうことでありました。 

 先ほど冒頭で言いましたけれど、すみません、ちょっとどこかにメモしとって、今日の

朝の分で３月の７日に地域で交流会、それから３月の16日、福マルシェｉｎ鳥飼八幡宮、

それから３月23日、移住体験バスツアー、これも実はＳＮＳで出ておりました。本当に小

さな小さな努力の積み重ねが、こういった形になってきていると思います。 

 ただ、私が思うのは、すみませんが、これのことも含めて、市の教育委員会が描く秋月

の将来像というのをぜひとも聞かせていただきたいというふうに思いますが、よろしゅう

ございますか。 

○議長（小島清人君）  教育長。 

○教育長（早野展生君）  「田舎暮らしの本」の特集では、「住みたい田舎ベストランキ

ング」で子育て世代の評価が本市はあまり高くないということでございますが、学校教育

で言いますと、教育内容または指導内容に関しましては自信を持っております。例えば授

業につきまして、毎時間、目当てを子どもたちに提示をしたり、子どもたちが意欲的に学

習に取り組むことができるような授業展開を行っていくように工夫をされております。 

 また、コロナ禍以降はタブレットを活用して、主体性を持って友達と考えや意見を交流

し、自分の考えを深めたり、広げたりする場面も増えてきております。また、それぞれの

小中学校での特徴的な体験活動等については、コロナ禍以降も縮減されながらも実施をさ

れてきております。今、申し上げましたのは、市内全小中学校17校の授業の風景でござい

ます。 

 議員の御質問であります秋月の魅力を生かした教育ですが、まずは小規模校の魅力、こ

れは一般的な話も皆さん御存じと思いますが、子どもたちが様々な場面で意見や感想を発
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表できる機会が得やすいであったり、一人一人がリーダーを務める機会を得やすいといっ

た利点があります。 

 また、学校運営では、集団としてまとまりやすい、学校の全ての教師が自分のクラスの

児童生徒だけでなく、全ての児童生徒一人一人の学習の習熟度や、個性を的確に把握する

ことで支援を行いやすいといった特徴もございます。 

 そのような中、秋月地域の特徴でございますが、やはりその豊かな自然と歴史、これが

当然あると思います。秋月中学校では「稽古館の教え」、これを基軸といたしまして、生

徒が主体的に学ぶ教育活動に力を入れております。具体的には、総合的な学習時間の実施

や50年以上も続く伝統行事であります、茶摘み、梅ちぎり、ほうけんぎょうなどを実施し

ております。これらの取組を通しまして、郷土の自然や伝統産業のすばらしさに気づかせ

まして、自然環境や地域の方々の思いを知るなど、郷土を愛する生徒の育成にも努めてい

るところでございます。 

 そして、秋月小学校でございますが、隣接した観音山での体験活動や農業体験活動を行

ったり、秋月の産業や歴史について学習したことを福岡市立の北崎小学校との海山交流と

いうのを昔からやってありますが、そこで発信をしております。 

 また、小学校３、４年生から始まります外国語教育に先立ちまして、秋月小学校では、

小学校１年生から国際理解教育を取り入れるなど、少人数だからこそできる特色ある教育

を推進しております。ゆえに秋月小中学校は豊かな自然と歴史に育まれ、さらに独自性の

ある教育活動を行ってきたことで、やはり非認知能力というものが培われてきたのではな

いかと思っております。いわゆる忍耐力や自主性・協調性といった非認知能力、これがあ

ったからこそ学力向上を下支えする能力が身についているのだと思っております。この秋

月小中学校は、筑後地区でもトップクラスの学力を長年維持してきているものと考えてお

るところでございます。 

 同じように蜷城小学校についても、少し特徴を述べさせていただきたいと思っておりま

す。蜷城小学校では、昭和28年に起きた筑後川大水害の被害を受けまして、昭和29年２月

より少年赤十字団を結成し、ＪＲＣの精神を基盤とした特色ある事業づくりと日常生活づ

くりに力を入れております。具体的には、朝のボランティア活動の実施や学級園で野菜づ

くりを行い、それを販売しまして赤十字社への募金活動を行うなど、学校・家庭・地域が

一丸となった取組を行っております。 

 このように秋月地域や蜷城地域の特徴を生かした教育を通じて、少しでも地域の魅力ア

ップに貢献できたらと考えておるところでございます。以上でございます。 

○議長（小島清人君）  11番堀尾議員。 

○11番（堀尾俊浩君）  私も秋月秋月と言っていますけれど、蜷城のほうもある意味では

山付きじゃなくて平地の地域であって、またいろんな特色があると思います。そういった

面を生かして振興をお願いしたいというふうに思います。 
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 次に、これに関しましては３か年の実施ということで考えてあるみたいです。令和９年

までの３か年間モデル事業として実施を行い、それから検証を行っていくというふうに書

いてあります。その具体的な策は何か。 

 また、先ほど一番最初に言われましたように、２番議員が言っていましたように、通学

支援とかがあれば、もっと取組がしやすいのではなかろうかと私は思っております。今年

度はそういう形で父兄のほうもあれかもしれませんけれど、ぜひともこれを進めていただ

きたい、検討していただきたいというふうに思っておりますけれど、いかがでしょうか。

そういうことも含めてよろしくお願いしたいと思います。 

○議長（小島清人君）  教育部長。 

○教育部長（隈部敏明君）  令和６年度の取組を通じまして、小規模校に魅力を感じ、通

学したい子どもたち、加えて通学させたい保護者の方もいらっしゃるということが一定数

いるということが分かりました。この小規模校振興プロジェクトを成果あるものにするた

めに何より重要なのは、小規模校自体が従来からあるその地域の特色を再認識し、魅力を

高めること、そしてその取組を市民に伝えていくことであるというふうに考えております。 

 また、議員御指摘のとおり、通学支援がないために小規模校への就学を断念した方もい

らっしゃいます。通学支援があれば、小規模校に通いやすくなるというふうにも考えられ

ます。小規模校の魅力を高める努力をすることが第一ではありますけれども、通学支援に

つきましても、既存の遠距離通学支援制度との整合性、費用対効果の観点等から調査・研

究を続けてまいりたいというふうに考えております。以上です。 

○議長（小島清人君）  11番堀尾議員。 

○11番（堀尾俊浩君）  ひとつ、前向きにお願いしたいと思います。 

 小規模校のよいところというのは、先生たちの目配りができるということで、個人個人

に対してのいろんな目配りをしながら指導ができていくというよさもございます。だから、

集団生活という部分とはちょっとかけ離れますけれど、やっぱりそういったふうな形の気

配りができる、そういったふうな形で生徒一人一人に目を向ける。 

 それに例えば大規模校の子どもたちが、そういったよさというのを、この先輩方が「い

いよ。あそこはいいよ」という形になって、「蜷城はいいよ。秋月はいいよ」ということ

になって、不登校児とかも結果的には減っていく。そういうことができれば僕はいいと思

いますので、ぜひともこれは推進していただきたいと思います。 

 最後に、教育長のほうの小規模校振興プロジェクトについての考え方をお聞きしたいと

思います。 

○議長（小島清人君）  教育長。 

○教育長（早野展生君）  今、議員が申されました小規模校のよさというのは、私も経験

上、体感をしている人間の一人でございます。やはり一人一人の子どもたちのことが全員

の先生たちは分かるんですよね、よくも悪くもって申しますか。ですから、やっぱり本当
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に細やかな手だてができるということで、これは非常に効果のあるプロジェクトではない

かと思っております。 

 先ほどからの答弁と重なりますけれども、令和６年度、本年度の取組を通じまして、通

学支援に関する御意見を頂いておることは認識をしております。また、小規模校である秋

月、蜷城地区はそれぞれの特徴、よさがある。これをやはり地域の魅力の一つというよう

に、さらになれるように努めていきたいというふうに考えておるところでございます。 

 ３年間モデル事業ということで、来年度から３年間やらせていただきますけれども、ま

ずはこの３年間やらせていただきまして、検証をさせていただければと思っております。

その後につきましては、またその段階で検討をしていくという形になると思いますので、

御理解のほどよろしくお願いしたいと思っております。以上でございます。 

○議長（小島清人君）  11番堀尾議員。 

○11番（堀尾俊浩君）  ぜひともよろしくお願いしたいと思います。 

 続きまして、有害鳥獣対策に関しまして質問させていただきたいと思います。 

 12月定例会でも、それこそさっきから何回も言っていますが、２番議員が鳥獣対策につ

いて質問に立っておりました。その中で話が出ていましたけれど、佐賀県の武雄市の取組

についても述べておられました。 

 僕は大事なことは、特に武雄市へ行って話を聞く中で思ったのは、担当課と猟友会が問

題意識を持って対策に取り組み、残渣の少量化、肥料への活用、食資源への活用、またイ

ノシシ肉の特産化というのを目指していると。ここはたしか、今はないんですけれど、す

ぐに「いのしし課」という課を立ち上げて、それで取組をやったと思っております。そう

いうことがありまして、ここは一歩進んでいるなという部分で、ぜひとも今後また見させ

ていただきながら進捗は見ていきたいと思います。 

 この朝倉市、朝倉地区です。甘木、朝倉地区は町村合併の後、猟友会というのはそのま

ま町とか朝倉市、甘木市、杷木町、それから朝倉町、それから東峰村という部分が一つの

猟友会になっていると思います。ただし、その中で一つ一つの組織というのがやっぱり名

残があるので、どうも話を聞きよったら、担当課は相当苦労しているんではないかなとい

うことも思っております。 

 それで、私たちはいつも思っているのは、歯止めをしていかないかんということを思っ

ております。工程表を作って計画的に進めていくべきであると思います。また、地方自治

体単独ではできないことも、近隣自治体、県農林、国と協力して効果的な対策を講じるこ

とが必要であるというふうに思います。 

 市内には山間部だけでなく、平野部の有害鳥獣の被害も徐々に増えているという気がし

ております。有効な有害鳥獣の駆除対策を講じるには、県、市、猟友会との連携が必要に

なってくると思います。 

 まず、１番を最初に聞きますけれど、県の農林事務所、地元の猟友会、それから担当の
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農林課の連携はどうなっているのか、教えていただきたいと思います。 

○議長（小島清人君）  農林商工部長。 

○農林商工部長（上村一成君）  市農林課では、有害鳥獣駆除の対応や駆除に関する問題

が生じた場合には、朝倉警察署を含め、朝倉農林事務所、農業振興課や猟友会の役員等と

の速やかな情報共有を行いまして、駆除対応や問題解決等に向けた対応策について、関係

機関で緊密な連携を取っているところでございます。以上です。 

○議長（小島清人君）  11番堀尾議員。 

○11番（堀尾俊浩君）  それと同時に、近隣の自治体の取組、これは積極的に調べてあり

ますか。僕たちが調べていると、あそこはどげんなっちょるとちゅう聞いてからの動きの

ような気もするんですけれど、その辺はいかがでしょうか。 

○議長（小島清人君）  農林商工部長。 

○農林商工部長（上村一成君）  議員がおっしゃいますようなところもあるかとは思いま

すが、私どものほうで最近の調査をした件を申し上げますと、近隣自治体の一つの自治体

の例ですが、獣肉処理施設が竣工いたしまして、現在、施設の設備等を準備中であります。 

 当該施設で鹿、イノシシ等を処理し、当面は精肉販売まで行う予定であるということで

ございます。この施設につきましては、地元の有志が設立しました合同会社に指定管理を

行うということであります。一般的な施設の運営方法に関しましては、地元有志が設立し

ました会社等への指定管理の運営が多い傾向にあるというふうなことを調査したところで

ございます。 

 市としましても、関係自治体の今後の運営状況等についての情報につきましては、積極

的に収集していきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（小島清人君）  11番堀尾議員。 

○11番（堀尾俊浩君）  ありがとうございます。近隣自治体というのは大体想像はつきま

すが、機械の搬入が遅れているみたいな形で、これはぜひとも成功していただきたいし、

私たちも参考事例として取り入れていきたいというふうに思っております。 

 それから、これは私の意見ではございますけれど、鹿、イノシシの捕獲後の肉は、やは

りジビエとしてやっていきたいというか、地域の中でそれを回していくというような形が

できないかという部分の検討でございまして、していただけますかね、そういう検討は。 

 どういうことかと言いますと、そうなると猟友会、それから食堂組合、そういったとこ

ろとの安定供給の問題にもなってくると思いますけれど、これはＳＮＳで見よったら、飯

塚のほうでも単価というか、１人頭4,000円から5,000円くらいのジビエ料理の専門の店が

あるんです。ああ、これはこういったふうな形でもできてくるんばいなあというのがあっ

たので、できればそういったふうな形の部分ができないのか、ちょっと市のほうにお尋ね

したいんですけれど、いかがでしょうか。 

○議長（小島清人君）  農林商工部長。 
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○農林商工部長（上村一成君）  このイノシシや鹿肉を地元のブランドのような形で、精

肉、食肉として取り扱う可能性があるかということでございますが、こちらのほうにつき

ましては、これまでも答弁してきたとおり、幾つかのハードルがありまして、市域面積が

広範囲にわたる本市におきましては、止め刺し後の持込時間の制限、鳥獣保護管理法の法

的制約や臭気対策などがありまして、捕獲後の獣肉の有効利用につきましては様々なハー

ドルがあると言えるところでございます。 

 ただ、そのような中、先日、市におきましては、市内のしょうゆ業者のほうから捕獲後

の食肉を利用したしょうゆ製造についての相談を受けたところです。捕獲されましたイノ

シシや鹿肉からしょうゆを製造する取組を試験的に行うということでありましたので、こ

のしょうゆ業者と地元猟友会との仲介を行ったところでございます。これに関しましては、

受け身なところにはありますけれども、今後ともそういった情報収集を行いながら、議員

がおっしゃいますジビエ料理に限らず、いろんな可能性を探りたいと思っております。 

 また、先ほど申し上げたとおり、ジビエ料理につきましては、可能性は厳しいものと考

えますが、今後とも他市町村等の取組の情報収集に努めながら、地元猟友会や関係者の意

見を十分にお聞きしながら、引き続き検討していきたいと考えております。以上です。 

○議長（小島清人君）  11番堀尾議員。 

○11番（堀尾俊浩君）  ありがとうございます。 

 とにかく、今まで一つも物にできなかったという形と言えば失礼になるかもしれません

けれど、一歩進んで二歩ぐらい下がりよったわけです、この有害鳥獣の問題は。それはで

きない理由があったんですけれど、一つでも成功事例をつくりながら前に転がしていきた

いというように思います。 

 そのためには、市のほうも担当の井上課長が頑張っておられますけれど、職員が少ない

ということもあって抱えている仕事がいっぱいあるということもあると思いますけれ

ど──大変だと思いますけれど、例えば市の担当課、それから猟友会、それから例えば議

会、必要あれば関連する団体等々で意見の交換会等を開くということは可能か。また、で

きればそうしていただきたいというふうに思っております。そうしないと、個別に作りよ

っても話しよっても、全然前には進まない。また、具体的な計画ができないというのがあ

りますけれど、その辺はいかがでしょうか。 

○議長（小島清人君）  農林商工部長。 

○農林商工部長（上村一成君）  これに関しましては、議員が冒頭でも申されましたよう

に、猟友会との関係構築が大切だと考えておるところでございます。市としましても、猟

友会の意見をお聞きした上で、議員を交えた意見交換会の開催について検討していきたい

と思っております。以上です。 

○議長（小島清人君）  11番堀尾議員。 

○11番（堀尾俊浩君）  ありがとうございます。 
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 それから、もっと難しい問題を言います。これは、この前の意見交換は別のところであ

ったんですけれど、市民の一人から意見がありまして、なるほどなと思ったんですけれど、

今、捕獲後の引取価格というのが大体決まっています。それを期間を設けて、表現によっ

ては時限立法みたいな形で、その期間、価格を上げて捕獲数を増やす。ただし、朝倉市だ

けでしてもいけない。その大きなエリアで、その地域から鹿とかイノシシを減らしていく

ということのためには、価格も上げていく、単価です。引取単価を上げていく。 

 それから、期間も例えば１年なら１年、今までは３か月とかですけれど、１年とかいう

形の中で猟友会と打合せしながら、そういうことができるか。これは価格の問題になって

きますから県農林事務所、そういったところとの問題が出てくると思いますけれど、可能

性を僕は持っとるんですけれど、いかがでしょうか。 

○議長（小島清人君）  農林商工部長。 

○農林商工部長（上村一成君）  先ほど議員がおっしゃる中で、少しだけ触れられた部分

について改めて申し上げます。 

 現在、春と秋につきましては年２回ほど、県主催による広域でのイノシシ、鹿の一斉捕

獲を行っておりまして、この広域一斉での捕獲単価は通常単価よりも倍近くの単価になっ

ているところでございます。 

 捕獲方法や捕獲単価等に関しましては、先ほどから申し上げております猟友会との調整

が重要でありまして、また議員もおっしゃいますように、財源の兼ね合いもあるため、慎

重に関係者との協議を行っていきたいと考えております。以上です。 

○議長（小島清人君）  11番堀尾議員。 

○11番（堀尾俊浩君）  難しいでしょうけれど、ハードルが高いほどやりがいもあると思

います。ぜひとも頑張ってください。 

 それから、もう一つあります。今、申しましたのは、私が言っているのは大体、鹿、イ

ノシシが中心だと思います。ただ、町方というか、平地のほうに行けばアライグマとか、

そういったものもあると思います、問題がです。アライグマと言ったらあれですけれど、

ラスカルと言ったら物凄く愛きょうがあって親しみやすいんですけれど、物凄く気の荒い

動物です。ですから、分けて考えないかんかなと思っておるんですけれど、そういったと

ころはどういったふうな形でアライグマとか、そういう有害鳥獣と鹿、イノシシというの

を、平地でのそのＰＲというのはどういう形でされているのかなあという気がしているん

ですけれど。 

○議長（小島清人君）  農林商工部長。 

○農林商工部長（上村一成君）  平地でのということで、まずは農林課ということであり

ますと、農地及び農作物の被害防止対策が前提とはなりますけれども、市民からの苦情、

依頼を受けた場合につきましては、市長が委嘱しました実施隊という方々が駆除を行って

おります。 
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 また、先ほど申し上げました研修会というのがあっておりまして、こちらにつきまして

は、令和４年度には安川の千手地区、令和５年度には杷木の穂坂地区、令和６年度では高

木地区と朝倉の菱野地区におきまして、農林水産省で農作物野生鳥獣被害対策アドバイ

ザーの方をお招きいたしまして、鳥獣被害防止策に関する研修会を開催し、市民の方自ら

が取り組めるような被害防止対策に関する知識の習得を図っていただいているところであ

ります。 

 また、せんだって、アライグマに関しましては、その危険性についての周知を議会のほ

うで16番議員のほうから御提案を頂きましたとおり、早速チラシを作成いたしまして、12

月には小学生に配布し、その危険性等につきまして周知・啓発を行ったところでございま

す。以上です。 

○議長（小島清人君）  11番堀尾議員。 

○11番（堀尾俊浩君）  実は私も、わなの資格は持っております。有害鳥獣のわなの資格

は、くくりわなとかのです。しかし、私は獣、鹿とかイノシシを見てもさばき切らんので

す。だから、もう結果的に手を後ろに回してから、皆さんの応援をしとるという形が事実

でございます。でも私たちの集落のほうもそういう形でしっかりと対策をみんなが打って

くれておりますので、わなとかいう部分で捕獲をして、その捕獲頭数を増やして被害を少

なくしているという事実がございます。 

 でも例えば、よその地区になると、やっぱり田んぼの近くまで金網、いわゆる鹿ネット

を張ってあるということになって、安川の中でも、先ほど部長が言わっしゃったように、

千手のほうでありますし、それは有効な対策の一つになっておると思います。でもネット

に囲まれて人間が生活しているというのも事実でございます。 

 そのネットの周りでは、この前も鹿が20頭くらいおりました。３チームあって、Ａチー

ム、Ｂチーム、Ｃチームあってと、そういったものが現実でございます。だから、やっぱ

り根本的に数を少なくするということはどうなのかということを私たちも考えていかない

かんし、猟友会とそういう形で協議会を開いたらいいんじゃないかというふうに思います。

なかなか有効策が出るわけではないんですけれど、ぜひともそういう形で議会のほうも協

力しながらやっていこうと思いますので、この取組をよろしくお願いします。 

 続きまして、最後になります。これこそ免許の返納者が毎年おられます。毎年というか、

高齢者になって免許を返そうという方がおられます。 

 そういう方たちが、たしかこれは１万円のコミュニティバスのチケットとかｎｉｍｏｃａ

とか、そういう部分を、返納を警察にした後にこちらから配付という形になっていると思

うんです。 

 こう聞きよったら、なるほどと思ったのが、そういった人たちは自転車を買いに来ると。

自転車を。何でやろうかち思いよったら、甘木まで下るとやったら、コミュニティバスが

あると。ですね、コミュニティバスがあると。でも近くのところは自分の足で行きたいの
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で、自転車を買おうかと思ったと。電動アシスト自転車、あれを買おうち思ったら、高か

ったけん買えんやったと。それが何人もおらっしゃるということでございます。 

 できれば、これはルールがあると思いますので改正というのは難しいかもしれませんけ

れど、健康増進とか、そういうことも含めて何らかの対策がないのかなという気がしたも

ので、この点をちょっと質問させていただこうと思います。 

○議長（小島清人君）  総務部長。 

○総務部長（梅田 功君）  制度の概要につきましては、議員のほうからも若干説明いた

だきましたので簡潔にいたしますけれども、免許証を自主的に返納した70歳以上の高齢者

の方に対して、１万円相当といわれるコミュニティバスの回数券でありますとか、交通系

ＩＣ乗車カードを今後の公共交通機関の利用促進を図り、安全、安心な生活を支援するた

めに配付、支援をさせていただいております。免許返納後も通院・買物など、生活をする

上で必要不可欠な外出の手段として進めております。 

 議員が言われますように、電動アシスト自転車につきましては、住民の方の移動手段と

して一つの有効策と考えるところでございますので、今後の改善策の一つとして調査・研

究をさせていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（小島清人君）  11番堀尾議員。 

○11番（堀尾俊浩君）  意味深な発言だったと思います、私は。ただ、難しいかもしれん

のですけれど、健康増進とかいうことを考えて、やっぱり自分の足で近くまで行きたい。

これは健康増進になるかもしれんなという気もしておりますので、ぜひとも前向きに考え

ていただきたいと思います。 

 以上をもちまして、私の一般質問を終わりたいと思います。ありがとうございました。 

○議長（小島清人君）  11番堀尾俊浩議員の質問が終わりました。 

 暫時休憩いたします。午後３時40分に再開いたします。 

午後３時27分休憩 

 


